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要 旨 

ミスト付き送風ファンの適切な使用方法や効果的な運用を把握するため、様々な事例を用意し、暑熱緩和効果の検証を

実施した。検証の結果、ミスト付き送風ファンを 2 台運用した場合や送風ファンの風量を強くした場合は、暑熱緩和効果

が高いこと、ミスト付き送風ファンを日なたに設置した場合や距離を 5 m 以上離した場合は、効果が弱まってしまうこと

などが分かった。また検証結果に基づき、ミスト付き送風ファンの効果的な使用方法を記した啓発資料を作成し、庁内で

ミスト付き送風ファンを貸出ししている部署に向けて周知した。 

 

１．はじめに 

ミスト付き送風ファンは、扇風機にミストを噴霧する

装置を組み合わせた機器で、内部に水タンクを搭載して

いるため、送風しながらミストを噴霧することが可能で

ある。ミストを併用することによって、ファンで送風す

るだけよりも涼しく感じる効果があり、屋外でエアコン

が使用できない現場や夏季のイベント会場でのクールス

ポットで活用されている。   

一方、環境省のまちなかの暑さ対策ガイドライン 1）で

は、ミスト及び送風ファンはともに、「空気及びからだの

冷却」として作用する手法であると整理されており、ミ

ストは噴霧直後に蒸発する際の気化熱により気温を下げ、

送風ファンは空間の熱だまりを解消する効果があるとさ

れている。 

今回、ミスト付き送風ファンの適切な使用方法や効果

的な運用を把握するため、複数の事例に基づき、ミスト

付き送風ファンを用いた暑熱緩和効果の検証を実施した。

また検証結果の活用として、庁内でミスト付き送風ファ

ンを貸出ししている部署に向けて、ミスト付き送風ファ

ンの効果的な使用方法を記した啓発資料を作成したこと

についても併せて報告する。 

 

２．方法 

 2-1 調査の実施場所及び実施日 

調査はミスト付き送風ファンを所有する横浜市消防局

消防訓練センターの協力のもと、横浜市戸塚区内にある

同センター内の敷地を実施場所として行った（図 1）。 

消防訓練センターは、横浜市南西部に位置しており、

海岸からの直線距離は最も近い相模湾から約 9.5 km、標

高は約 43 m の丘陵地帯に位置する。周辺は樹木、田畑な

どの緑地が比較的多く、住宅地も点在している。調査は

消防訓練センター敷地内のうち、約 1,100 m2ある小訓練

 
図 1 消防訓練センターの位置及び調査場所（小訓練場）の外観 
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場の一部を使用した。測定機器の設置場所は、地表面が

アスファルト舗装であり、周囲は東側及び南側に建物、

西側及び北側は敷地の境界に樹木が植えられているが、

それぞれ離れた場所に位置しているため、周囲の構造物

からの測定への影響は少ないと考えられる。調査日とし

ては 2023 年 8 月 10 日、16 日の計 2 回調査を実施した

が、8 月 16 日は午後に天気が急変し、調査を途中で中止

したため、解析は 8 月 10 日の結果のみを用いた。 

 2-2 ミスト付き送風ファンの概要 

調査で使用したミスト付き送風ファンの概要を表 1、

外観を図 2 に示す。なお、当機器のミスト粒子の粒径は

10～30 μm で、セミドライフォグ（比較的蒸発しやすく、

周囲が濡れにくい粒子径）に分類される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-3 測定機器の仕様・測定間隔 

測定機器の仕様及び測定間隔を表 2 に示す。このうち、

気温及び相対湿度は、温度・湿度センサーを自作の自然

通風式シェルターに格納し、気象庁の温度計設置の基準
2）に準拠して、地表面から高さ約 1.5 m の位置で測定を

行った。黒球温度は、温度センサーを直径約 15 cm の銅

製の黒球（（株）安藤計器製工所製 CK-150）の中心に格納

し、地表面から高さ約 1.5 m の位置で測定を行った。な

お、黒球の表面はほとんど反射しない黒い塗料が塗られ

ているため、黒球温度は直射日光にさらされた状態での

球の中の平衡温度を示し、弱風時の日なたでの体感温度

と良い相関があるとされる 3）。風向風速について、高さ

の規定はないが、周辺の地物の影響を受けないことが望

ましいとある 2）。このため、風向風速計は観測機器の近

傍にある自然通風式シェルターの影響を受けないよう、

三脚に取り付けたものを、地表面から高さ約 1.6 m の位

置に固定した。上（天空）と下（地表面）からの日射量

及び下（地表面）からの赤外放射量は、地表面からの影 

響を測定することが主であるため、日射計及び赤外放射

計を地表面から高さ約 0.3 m に設置し、測定を行った。 

測定機器の設置状況の一例を図 3 に示す。 

そのほか、各事例の検証を開始してから概ね 10 分後

に、観測機器の遠景及び近景を赤外線サーモグラフィカ

メラで撮影した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 ミスト付き送風ファンの概要 

 

 

図 2 ミスト付き送風ファンの外観 

表 2 測定機器の仕様及び測定間隔 

      

 
図 3 測定機器の外観 
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2-4 ミスト付き送風ファンの検証事例 

ミスト付き送風ファンの適切な使用方法や効果的な運

用を把握するため、図 4 に示した各事例について検証を

実施した。各事例では、図 3 に示した測定機器を「日な

たかつミスト付き送風ファンによる対策をしていない地

点（図 4 では「対策なし（日なた）」と表記）」、「テント

下の日陰かつミスト付き送風ファンによる対策をした地

点（図 4 では「対策あり（日陰）」と表記）」の 2 か所に

置き、暑熱緩和効果の差について検証した。なお、図 4

の②の検証については「日なたかつミスト付き送風ファ

ンによる対策をした地点（図 4 では「対策あり（日なた）」

と表記）」でも測定を行い、同じ対策を日なたと日陰で実

施した場合の暑熱緩和効果の違いについても検証した。

また図 4 に特記した場合を除き、ミスト付き送風ファン

と測定機器との距離は 1.5 m とし、首振り機能は使用せ

ず、風量は中とした。そのほか、各事例での測定時間は

15 分、各事例終了後に 10 分の平衡化の時間を設けた。 

2-5 WBGT の算出 

暑さ指数（WBGT: Wet-Bulb Globe Temperature）は熱 

中症予防を目的として、1957 年に Yaglou 4）らによって

提案された指標である。これは人体と外気との熱収支に

着目した指標で、人体の熱収支に与える影響の大きい湿

度、日射・放射などの周辺の熱環境、温度の 3 つを取り

入れたものである。WBGT は労働環境や運動環境の指針と

して有効であると考えられており、日常生活における熱

中症予防指針 5）や熱中症予防のための運動指針 6）に採用

されている。両指針で示されている WBGT に応じた注意事

項を図 5 に示す。また、労働環境における WBGT につい

て、国際的には ISO 7243 7)、国内では JIS Z 8504 8）と

して規格化されている。 

WBGT [℃]は、湿球温度※１を𝑡𝑡𝑤𝑤 [℃]、黒球温度を𝑡𝑡𝑔𝑔[℃]、

乾球温度※２を𝑡𝑡𝑑𝑑 [℃]とすると、式(1)で与えられる。 

 

𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊𝑊 = 0.7 𝑡𝑡𝑤𝑤 + 0.2 𝑡𝑡𝑔𝑔 + 0.1 𝑡𝑡𝑑𝑑 (1) 
 

実測調査では、乾球温度𝑡𝑡𝑑𝑑及び黒球温度𝑡𝑡𝑔𝑔については

実測値、湿球温度𝑡𝑡𝑤𝑤については乾球温度及び相対湿度 

から算出した計算値を用いて、WBGT を算出した。 

なお湿球温度𝑡𝑡𝑤𝑤の算出には Sprung の式 9）を使用し、

水の飽和蒸気圧の近似式には Tetens のパラメータ値 10）

による August-Roche-Magnus の式 11)、12）を使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-6 各検証事例での評価方法 

送風ファンやミストの対策を実施した際の気温や

WBGT の低下量については、検証事例毎に測定の開始時間

及び終了時間が異なるため、測定値そのものを直接、比

較することができない。このことから、まちなかの暑さ

対策ガイドライン 1）で示されている対策効果の把握方法

を参考に、次の方法で評価することとした（図 6）。 

① 日なたでの測定値を𝑡𝑡1[℃]、テントの日陰のみでの

測定値を𝑡𝑡2[℃]とすると、基準値𝛥𝛥𝑇𝑇1[℃]は式(2)で与え

られる。 

𝛥𝛥𝑇𝑇1 = 𝑡𝑡2 − 𝑡𝑡1 (2) 

 
図 5 WBGT に応じた注意事項 

 

図 4 ミスト付き送風ファンの検証事例 
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② 各検証事例における日なたでの測定値を𝑡𝑡3[℃]、テ

ントの日陰でミストや送風ファンなどの対策を実施した

際の測定値を𝑡𝑡4[℃]とすると、対策値𝛥𝛥𝑇𝑇2[℃]は式(3)で 

与えられる。 

𝛥𝛥𝑇𝑇2 = 𝑡𝑡4 − 𝑡𝑡3 (3) 
 

③ 各検証事例において、テントの日陰による効果を除

いたミストや送風ファンなどの対策による気温及び

WBGT の低下量を𝐷𝐷[℃]とすると、式(4)で表せられる。 

 

𝐷𝐷 = 𝛥𝛥𝑇𝑇2 − 𝛥𝛥𝑇𝑇1 (4) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．結果と考察 

 3-1 実測調査 

 3-1-1 調査期間中の気象概況 

横浜地方気象台（調査場所とは直線距離で約14.6 km）

で2023年8月10日に観測された気象概況を表3に示す 13）。

横浜地方気象台では調査期間中、晴れの天候が続いてお

り、気温は9:30頃から30℃を超え、最高気温は33.6℃を

記録した。また湿度は71～85%と高く、非常に蒸し暑い一

日であった。風は概ね東京湾方向からの南東寄りの風が

吹いており、風速は1.8～3.4 m/sであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

3-1-2 テントの日陰のみの検証事例（基準値） 

テントの日陰のみ及び日なたでの気温・WBGTの時間変

化を図7に、結果一覧を表4に示す。気温は日なたと比べ

て日陰の方が若干高くなっており、平均では0.5℃高くな

っていた。一方、同地点での風速の時間変化（図8）から、

日なたと比べて日陰では風速が弱くなっており、平均で

0.6 m/sほど低い。日陰となっているテント内では、上部

がテント幕で覆われていることで風通しが悪くなるため、 

風速が弱まったものと考えらえる。風通しが悪くなる

ことで、テント内で熱だまりが発生するため、日なたと

比べて日陰では気温が高くなったと推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3 調査期間中の気象概況（横浜地方気象台）13） 

 

 
図 6 各検証事例での評価方法 

（WBGT の低下量の算出例） 

 
図 7 テントの日陰のみ及び日なたでの気温・

WBGT の時間変化 

表 4 テントの日陰のみの事例での結果一覧    

  

 

図 8 テントの日陰のみ及び日なたでの風速 

の時間変化 
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WBGTは気温とは反対に、日なたと比べて日陰の方が若

干低くなっており、平均で0.2℃低い。同地点での上から

の日射量の時間変化（図9）から、日陰となっているテン

ト内では、上部がテントで覆われて日射が遮られている

ため、日なたと比べて日射量は平均で89％減と、かなり

小さくなっている。日射が遮られることで、黒球温度の

上昇が抑えられ、結果的にWBGTも日陰の方が若干低くな

ったものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1-3 送風ファンのみの事例 

テントの日陰で送風ファンのみを使用した場合の気

温・WBGTの時間変化を図10に、結果一覧を表5に示す。気

温・WBGTともに日なたと比べて日陰で送風ファンを使用

した方が若干低くなっており、気温は平均で0.3℃、WBGT

は平均で0.6℃低くなっていた。これを基準値と比較する

と、気温の低下量は-0.8℃、WBGTの低下量は-0.4℃と見

積もることができた。送風ファンを使用することで、テ

ント内の熱だまりが解消されたためであると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1-4 ミスト併用時の事例 

テントの日陰で送風ファンに加え、ミストを併用した

場合の気温・WBGTの時間変化を図11に、結果一覧を表6に

示す。気温・WBGTともに対策なしの日なたと比べて、日

陰で送風ファンとミストを併用した場合では、かなり低

くなっており、気温は平均で3.4℃、WBGTは平均で1.5℃

低くなっていた。これを基準値と比較すると、気温の低

下量は-3.9℃、WBGTの低下量は-1.3℃と見積もることが

できた。送風ファンによってテント内の熱だまりが解消

されたことに加え、ミスト粒子が蒸発する際の気化熱に

より空気が冷やされたことと、ミスト粒子の蒸発そのも

のが送風によって促進されたことが要因と考えられる。 

一方、日なたで送風ファンとミストを併用した場合で

は、対策なしの日なたと比べて、気温はやや下回ってい

るものの、WBGTはほぼ変わらず、時間帯によっては上回

っている時間も見られた。基準値と比較すると、気温の

低下量は-1.2℃、WBGTの低下量は+0.3℃と見積もること

ができた。特にWBGTについては、送風ファンやミストに

よる冷却効果よりも、日射による輻射熱の影響が上回り、

暑熱環境が改善されなかったことが推測される。このた

め、屋外でミスト付き送風ファンを効果的に使用する際

には、日陰での利用が望ましいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 テントの日陰のみ及び日なたでの日射量 

の時間変化 

 

図 10 テントの日陰で送風ファンのみを使用した 

場合の気温・WBGT の時間変化 

表 5 送風ファンのみの事例での結果一覧

 

 

図 11 送風ファンとミストを併用した場合の気温 

・WBGT の時間変化 

12



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1-5 首振り機能を使用した事例 

イベント時など、広範囲を涼しくする場合に首振り機

能の使用が想定されるため、テントの日陰でミスト付き

送風ファンの首振り機能を使用した場合の検証を行った。 

首振り機能を使用した場合の気温・WBGTの時間変化を

図12に、結果一覧を表7に示す。首振り機能を使用した場

合でも、気温・WBGTともに日なたと比べると低くなって

おり、気温は平均で2.2℃、WBGTは平均で1.2℃低くなっ

ていた。これを基準値と比較すると、気温の低下量は-

2.7℃、WBGTの低下量は-1.0℃と見積もることができた。 

 また、首振り機能の有無による暑熱緩和効果の違いに

ついては、首振り機能を使用した場合の方が気温は平均

で1.2℃高かったが、WBGTは平均で0.3℃高いだけで、顕

著な上昇は見られなかった。首振り機能を使用した方が、

より広範囲を涼しくすることができるため、屋外で人が

多く集まるような場所では、首振り機能を使用した運用

が望ましいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1-6 ミスト付き送風ファンとの距離による違い 

ミスト付き送風ファンからの距離がどの程度離れると、

暑熱緩和効果が弱まるのかを把握するため、ミスト付き

送風ファンと観測機器との距離を、1.5 m、3.0 m、5.0 m

にした場合の暑熱緩和効果の変化を検証した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミスト付き送風ファンと観測機器との距離が、1.5 m

の時の気温・WBGT の時間変化を図 11、結果一覧を表 6、

3.0 m の時の気温・WBGT の時間変化を図 13、結果一覧を

表 8、5.0 m の時の気温・WBGT の時間変化を図 14、結果

一覧を表 9 に示す。 

日なたと比べると、距離 1.5 m 時では気温は平均で

3.4℃、WBGT は平均で 1.3℃低く、距離 3.0 m 時では気温

は平均で 0.8℃、WBGT は平均で 1.0℃低く、距離 5.0 m

時では気温は平均で 0.1℃高く、WBGT は平均で 0.7℃低

かった。ミスト付き送風ファンと観測機器との距離が離

れるほど、日なたとの気温及び WBGT の差が縮まっている

ことが分かる。 

また基準値との比較から、距離 1.5 m 時での気温の低

下量は-3.9℃、WBGT の低下量は-1.3℃、距離 3.0 m 時で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6 ミスト併用時の事例での結果一覧

 

 

図 12 テントの日陰でミスト付き送風ファンの首振り 

機能を使用した場合の気温・WBGT の時間変化 

表 7 首振り機能を使用した事例での結果一覧

 

 

図 13  ミスト付き送風ファンと観測機器との距離

が 3.0 m の時の気温・WBGT の時間変化 

表 8 距離 3.0 m 時の事例での結果一覧
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の気温の低下量は-3.9℃、WBGT の低下量は-0.8℃、距離

5.0 m 時での気温の低下量は-0.4℃、WBGT の低下量は-

0.5℃であった。ミスト付き送風ファンから観測機器まで

の距離を横軸に、WBGT の低下量を縦軸にとったグラフ

（図 15）から、距離が 5.0 m より離れてしまうと WBGT

の低下量はさらに小さくなることが推測されるため、ミ

スト付き送風ファンによる涼しさを体感するには 5.0 m

以内が望ましいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1-7 ミスト付き送風ファンの風量による違い 

ミスト付き送風ファンの風量を変えることで、暑熱緩

和効果にどれくらいの差が生じるのかを把握するため、

ミスト付き送風ファンの風量を「弱」、「中」、「強」にし

た場合の暑熱緩和効果の変化を検証した。 

ミスト付き送風ファンの風量が「弱」の時の気温・WBGT

の時間変化を図 16、結果一覧を表 10、「中」の時の気温・

WBGT の時間変化を図 11、結果一覧を表 6、「強」の時の

気温・WBGT の時間変化を図 17、結果一覧を表 11 に示す。 

日なたとミスト付き送風ファンとの気温の差は 3.4～

4.2℃の範囲で、風量の増加に伴って、気温がより下がる

傾向は見られなかった。一方、WBGT は日なたと比べて、

ミスト付き送風ファンの方が風量「弱」で 1.3℃、風量

「中」で 1.5℃、風量「強」で 1.9℃低く、風量が増加す

るほど、WBGT が下がる傾向となった。また基準値との比

較から、風量「弱」での気温の低下量は-4.4℃、WBGT の

低下量は-1.1℃、風量「中」での気温の低下量は-3.9℃、

WBGT の低下量は-1.3℃、風量「強」での気温の低下量は

-4.7℃、WBGT の低下量は-1.7℃であった。 

WBGT の低下量についてのまとめを図 18 に示す。ミス

ト付き送風ファンの風量が「弱」から「中」になると、

WBGT は 0.2℃低下し、さらに風量が「中」から「強」に

なると、WBGT は 0.4℃低下した。風量が増加すると、ミ

ストが風下側に多量に運ばれ、対象物（本調査では観測

機器）により多くのミストが付着すること、また対象物

に付着したミスト粒子の蒸発が促進され、冷却効果が強

まったことが要因として考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 ミスト付き送風ファンと観測機器との距離

が 5.0 m の時の気温・WBGT の時間変化 

表 9 距離 5.0 m 時の事例での結果一覧

 

 

図 15 ミスト付き送風ファンから観測機器までの

距離と WBGT 低下量との関係 

 

図 16 ミスト付き送風ファンの風量が「弱」 

の時の気温・WBGT の時間変化 

表 10 風量「弱」時の事例での結果一覧
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3-1-8 2 台運用（ミスト併用）の事例 

ミスト付き送風ファンの運用台数を増やすことで、暑

熱緩和効果がどの程度強まるのかを把握するため、ミス

ト付き送風ファンの運用台数を、「2台」にした場合の暑

熱緩和効果の変化を検証した。 

ミスト付き送風ファンを2台運用した場合の気温・

WBGTの時間変化を図19に、結果一覧を表12に示す。気温・

WBGTともに日なたと比べると大幅に低くなっており、気

温は平均で5.2℃、WBGTは平均で2.6℃低くなっていた。

これを基準値と比較すると、気温の低下量は-5.7℃、WBGT

の低下量は-2.4℃と見積もることができた。ミスト付き

送風ファンを1台運用した場合の気温・WBGTの低下量と比

べてみても、2台運用では、気温の低下量は-1.8℃、WBGT

の低下量は-1.1℃であり、運用台数を増やすことで、さ

らなる暑熱緩和効果があることが確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1-9 各検証事例のまとめ 

表3に示した①～⑥の各検証事例について、気温の低下

量を横軸に、WBGTの低下量を縦軸にとり、視覚的にわか

りやすくまとめたグラフを作成した（図20）。 

なお、グラフ上の値は、3-1-2章で算出した基準値（表

5）からの差分を「気温・WBGTの低下量」と設定しており、

グラフの右上にいくほど、暑熱緩和効果が小さく、グラ

フの左下にいくほど、暑熱緩和効果が大きくなる。 

「ミスト付き送風ファンとの距離が 5 m」の事例や、

「送風ファンのみ」の事例では効果が小さく、「ミスト付

き送風ファンの風量強」の事例や「2 台運用」の事例で

は、効果が大きい結果となった。また「ミスト付き送風

ファンの風量弱」の事例や「首振り有り」の事例では、

ミスト付き送風ファンとの距離が近いこともあり、効果

は「標準」の事例と大きく変わらないことも分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 17 ミスト付き送風ファンの風量が「強」 

の時の気温・WBGT の時間変化 

表 11 風量「強」時の事例での結果一覧

 

 

図 18 ミスト付き送風ファンの風量を増加させた場合の WBGT の低下量の変化 

 
図 19 ミスト付き送風ファンを 2 台運用した 

時の気温・WBGT の時間変化 

表 12 2 台運用時の事例での結果一覧
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なお、ミストや送風ファンの性能、日陰の大きさや種類、

日射等の気象条件の違いにより、これらの低下量は前後

することに留意する必要がある。 

 また今回の各検証で明らかとなった WBGT の低下量が

実際にどの程度、熱中症搬送者数の減少につながるのか

を視覚的に分かりやすくするため、過去に環境科学研究

所で解析した WBGT と熱中症による救急搬送者数との関

係を示した結果 14）を用いて、試算を行った（図 21）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 何も対策していない日なたでの WBGT が 31℃の危険ラ

ンク（今回の調査期間中で記録した最高値）であった場

合、送風ファンとミストの併用では、WBGT は約 1.3℃低

下する。これは 1 時間当たりの熱中症救急搬送者数に換

算すると、約 0.8 人の減少に相当することが分かった。 

 また最も暑熱緩和効果が高かったミスト付き送風ファ

ンの 2 台運用では、WBGT は約 2.4℃低下しており、1 時

間当たりの熱中症救急搬送者数に換算すると、約 1.2 人

の減少に相当していた。 

 

 

3-2 啓発資料の作成 

検証結果の活用として、庁内でミスト付き送風ファン

を貸出ししている部署に向けて、ミスト付き送風ファン

の効果的な使用方法を記した啓発資料を作成した（図 22、

23）。啓発資料は A4 サイズの用紙 1 枚とし、表面には今

回の検証結果を踏まえて、ミスト付き送風ファンの効果

的な使い方として、次の 4 点に絞って記載した。 

 

① 日陰に設置すること 

（日なたに設置すると効果が弱まるため） 

② 涼むときは 5 m 以内で涼むこと 

（5 m 以上離れてしまうと効果が弱まるため） 

③ 人が多く集まる場所では、より広範囲を涼しくす

るために首振り機能を活用すること 

④ より涼しい環境を作る場合は、風量を強めたり、

運用台数を増やしたりすることで対応可能 

 

また啓発資料の裏面は、同じミスト付き送風ファンを

設置した場合でも、日陰と比べて日なたでは表面温度が

高いことを示す結果や、3-1-9 の図 20 で示した検証結果

を掲載し、表面の記載内容を裏付けるように工夫した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

ミスト付き送風ファンの適切な使用方法や効果的な運

用を把握するため、ミスト付き送風ファンを所有する横

浜市消防局消防訓練センターの協力のもと、横浜市戸塚

区内にある同センター内の敷地を利用して検証を行った。 

検証の結果、ミスト付き送風ファンの使用方法として、

日なたに設置する場合や距離が 5 m 以上離れてしまう場

合は、暑熱緩和効果が弱まってしまうことが分かった。 

またミスト付き送風ファンの首振り機能を使用すると、

暑熱緩和効果は弱まってしまうことが想定されたが、検 

  
図 20 ミスト付き送風ファンの検証事例のまとめ 

 
図 21 WBGT と熱中症による救急搬送者数の関係 

（関ら 14）の結果に今回の検証事例を加筆） 

 
図 22 ミスト付き送風ファンの効果的な使い方 

を記した啓発資料の表面 
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証の結果、WBGT の上昇はわずかであったことから、人が

多く集まるような場所では、より広範囲を涼しくするた

めに首振り機能を活用することが望ましい。 

 そのほか、ミスト付き送風ファンによる暑熱緩和効果

を高める方法として、風量を強くしたり、運用台数を増

やしたりすることが有効であることが分かった。 

 これらの検証で明らかとなった WBGT の低下量が実際

にどの程度、熱中症搬送者数の減少につながるのかを分

かりやすくするため、WBGT と熱中症による救急搬送者数

との関係を用いて試算した。試算の結果、WBGT31℃の環

境下では、対策なしの日なたと比べて、送風ファンとミ

ストを併用した場合では、WBGT は約 1.3℃低下し、1 時

間当たりの熱中症救急搬送者数に換算すると、約 0.8 人

の減少に相当することが分かった。 

検証結果の活用として、ミスト付き送風ファンの効果

的な使い方を記した啓発資料を作成し、庁内でミスト付

き送風ファンを貸出ししている部署に向けて周知した。 
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注 釈 

※1 

水で湿らせたガーゼを温度計の球部に巻き、温度計表

面にある水分が蒸発した時の冷却熱と平衡した時の温度 

※2 

通常の温度計を用いて、測定した温度（気温） 
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図 23 ミスト付き送風ファンの効果的な使い方 

を記した啓発資料の裏面 
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